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1 はじめに

本稿は英語科で現在取り組んでいる研究プロジェクト「中高一貫教育におけるオーラル・コミ

ュニケーション能力の養成をめざした実証的研究とカリキュラム編成」（3年計画）の第2年次

の実践をまとめたものである。

1989年3月に改訂された学習指導要領では，中学校と高等学校の外国語科の目標として「外国

語で積極的にコミュニケーションを図ろうという態度を育てる」ことがあげられている。従って

中学校では1993年度から，高校では1994年度から実施される新しいカリキュラムの中では，オー

ラル・コミュニケーション能力の育成を目指すことが中心的な課題となる。

本研究プロジェクト2年次の昨年も1年次と同様に本校におけるオーラル・コミュニケ｝ショ

ン能力を育成する様々な言語活動を収集・整理し，検討を重ブコて来た。その主な展開例は次の通

りである。

（1）英語入門期の発音と語彙の指導－フォニツクスや絵辞典の活用

（2）BGMやリズム・トレ｝ニングを取り入れたウオーミング・アップの研究

（3）コンピュータを利用したLLの指導

（4）外国人の留学生・教師を招待して行う国際理解教育

（5）インタビュー，スピーチなどを取り入れた効果的なティーム・ティーチング

（6）英字新聞を用いたQ＆A

（7）ビデオによる授業研究

オーラル・コミュニケーション能力を育成するための取り組みとして，中学校では「聞く・話

す」技能を伸長させることを主眼とした実践を紹介する。中学2・3年生はLLを利用した過に

1時間の授業に関するものである。中学2年生はその他に，教科書を中心にした過3時間の授業

に関しても報告する。一方，高校では「聞く・話す・読む・書く」の4技能のそれぞれの力をバ

ランス良く伸ばすための工夫が報告されている。「読む」ことはオーラル・コミュニケーション

能力を伸ばすための大切な活動とし位置付けている。「読む」という活動は筆者と読者とのコミ

ュニケーショシ活動と考えられるからである。
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21993年度の実践報告

2．1 中学2年生・46期生

申2は過に5時間英語の授業があった。筆者ほその内3時間を分担して，教科書－5日乃S如月e

励dJs力Co日用e2（開隆堂）に2時間，AETとのティームティーチングに1時間を当てた。

（1）教科書を使う授業では，教科書準拠の問題集を生徒に持たせて，定期考査に一部出題した。

この学年の生徒（46期生）は中学1年の時から継続して敢えている。Greetingsに始まるClass－

roomEnglishを1年生の始めから行っていて，英語のinputを生徒にできるだけ多く与えるよう

に努めてきた。（本校研究報告第33集参照）

中2になってテキストのレヴェルが上がったこともあり，中1の時に比較して，文法や内容の説

明に日本語を用いる時間が増えてしまった。準備の段階で，授業で英語を使用する場面と日本語で

説明する場面をきちんと決めておけば良かったと反省している。新出単語の説明を英語で説明する

時に口頭で行ったり，黒板に書いたりしたが，生徒の理解を高めるためには時にプリントにまとめ

て配布しても良かったと思う。教科書の内容についての英間英答は教科書附属のテ｝プに頼りすぎ

たきらいがある。もっと教師自身が英語で質問する機会を増やさなければいけないと反省している。

1993年の11月に本校で行われた，第17回関東甲信地区中学校英語研究協議会東京大会の第7分

科会で中2の研究授業を行った。その時には，不定詞と動名詞を使ったコミュニケーション活動

を生徒に行わせた。文法項目を修得する際に，単にドリル活動で終わるのではなく，コミュニケ

｝ション活動も取り入れなければ生徒のコミュニケーション能力は十分につかない。時間の制約

があるが，来年度はもっとコミュニケーション活動を行いたい。

（2）本校のAETのMrs．Petersenとは，46期生が中1の時からteam－teaChingを一緒に行って

いる。Mrs．Petersenはdrawingが非常に得意で，自作のPictureCard（Picture）を使って文型を

説明したり，新聞の記事を素材にしたStorytelling（資料1参照）をよく行う。HumanInterest

を主な素材にするこのStorytellingは，巧みな語り口により，非常に効果的である。最近は，全

体の生徒にstoryを聞かせた後で，数名の生徒を前に来させて，Mrs．Petersenがインタビュー

ア一になり，StOⅣの内容について簡単なInteⅣiewを行っている。ただ，このStoIγtellingは

teacher－Centeredな活動になりやすいので，もう少し生徒が主体的に取り組む活動も取り入れて

いく必要を感じた。

生徒が主体的に参加する活動として，中学1年生の時は，“Myfamily”というテ｝マで全員に

1分間スピーチを行わせた。（本校研究報告第33集参照）今年度は，1学期に，Mrs．Petersenと

私がモデルスキット（資料2参照）を作成してそれを生徒の前でロールプレイイングした後，生

徒を3人1組のグループに分けて，簡単なスキットを作らせて発表させた。
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（賃料1）
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資料2一中2の1学期にMrs．Petersenと私が作成したモデルスキット

Pat：Hello，Keiichi．Whatareyoudoing？

Keiichi：Ⅰ’mgoingfishing．

Pat：Whereareyougoing？

Keiichi：Oh，Ⅰ’mgolngtOalittleriverupinthemountain．

Pat：Oh，Isee…Whatareyougoingtotake？

Keiichi：Well，Ⅰ’mtakingafishingrod，alunchbox，andasmallradio．

Pat：MayIcomewithyou？

Keiichi：Sure！

Pat：Thanks，Keiichi．Ilovefishing．工hopewecatchabigfish．

Keiichi：SodoI．Let’sgo．

2学期の前半は，NHKのスキットコンテスト（基礎英語部門）に向けて，課題スキットの実

演と自由スキットの作成と実演にteam－teaChingの大半の時間を費やした（資料3参照）。生徒

の全グループ（42団体）の自由スキットの添削を行ったので，時間が予想以上にかかってしまい，

録音に十分な時間がとれなかったことが主な反省点である。自由スキットの発表会を各クラスで

行った時に，ビデオで録画したので，後日生徒のパフォーマンスを見る機会を持った。生徒には

リード・アンド・ルックアップをするように指示していたが，テキストを見ながら演技している

グループが多かった。スクリプトの内容を理解して，テキストを離れて演技する必要があると思

った。Mrs．Petersenは練習の過程で，生徒達に，状況や役割に応じて感情をこめて元気よく演

ずるようにアドバイスしていた。

昨年度の中1のスピ｝チは評価しなかったが，中2のスキットコンテストの課題スキットと自

由スキットはそれぞれの発表会の時にMrs．Petersenと一緒にA，B，Cの3段階で評価をつけ

た。評価の基準として，全体としてaccuracyよりも引uencyを重んじた。具体的には，声の大

きさ，はきはきと発音していること，演技力，スクリプトの内容などを考慮した。この2回の評

価を基にして，観点別評価の「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」という項目の評価を

行った。

今年度はスキットコンテストへの初めての参加ということもあり十分な成果があげられなかっ

た。次回参加する時は，スクリプト，演技，録音などに気を配り優秀な成績をあげたいと考えて

いる。
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資料3－自由スキットの生徒の作品例

生徒の作品を2点載せる。ただし，（）内はこちらで訂正した言葉である。

（1）’’schooIFestival”

Sam：Hey，Akira．Won’tyouplaytenniswithme？

Akira：Idliketo，butI’msorryIcan’t．Ⅰ’mbusynow．

Sam：Oh，It’s（it’s）arealdisappointment．Why？

Yしか：BecauseourschoolfestivaliscomlngSOOn．

Sam：Soyouhavetogetreadyforit？

Yuji：Right，Sam．Theschoolfestivalisthegreatesteventinourschoollife．AndeveⅣStudent

worksinearnest．

Sam：Isee．Now，What（what）willyoudoinyourschoolfestival？

Akira：MyclassisgoingtopresentplaysbyShakespeare．Ⅰ’11actthepartof王iamlet．

Sam：Howwonde血1！Howaboutyou，Yuji？

Y叫ji：Myclubwillputamovieonthescreen．It’sanoriginalfilm．Writtenbyme！（Iwrotethe

script！）

Sam：That’swondedul．CanIgotoyourschoolfestival？

AkiraandYuji：Ofcourse，yOuCan！

（2）“Watchingsumo”

AandBareJapanese．CisanAmerican．

A：DoyouwanttowatchTV？

B：Yes．Whatprogramdoyouwanttowatch？

C：Iwanttowatchsumo．

A：Doyouknowsumo？

C‥Yes，alittle．Ihavereadaboutit（in）thenewspaper．Sumois（a）Japanesenationalsport．Ⅵ餓

IknowAkebono，Konishiki，andWakanohana．

B：Oh，yOuknowverywell．

C：Thankyou．

A：Whodoyoulikebest？

C：IlikeAkebonobest，becauseheisve叩VeryStrOng．

B：IlikeMainoumibest，becausehistechniquesis（are）great．

A：WhowillwinthisGrandSumoTournament？

C‥Ofcour（s）e，Akebonowillwin．Helookslikeabigmountain．Heis”yokozuna．”
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2．2 中学2年生・46期生

（1）オーラル・コミュニケーション能力育成とLL機器を利用した授業

前年度に続いて，筆者は，中学1年と中学2年のLLの授業を担当したため，中1に関しては

前年度と同じ内容であり，中2に関しても前年度の続きのため，ほとんどおなじだが，3学期か

ら教材が変わったのでその部分の報告が中心になる。なお，この研究とは別に，英語科で取り組

んでいる，CEC（コンピュータ教育開発センター）の実証事業の一貫としてコンピュータ・ネ

ットワークを利用したLL授業を上記の2学年で行った。こちらの研究はあくまで効果的な授業

を行うための補助手段としてのコンピュータの利用の研究なので，ここでの研究の主旨に沿わな

いのでふれないが，本紀要のそちらの報告を参照していただきたい。

（2）中学2年

この学年の新しい教材以外ほ前年と同じなので，前年の報告を参考にしていただくとして，そ

の新しい教材について報告する。中学2年の3学期からLongmanの伽0とe月日sを使用し始め

た。これまではLL教室の授業ではリスニングに完全に重点を置いて，多量の英語を聞かせ，

様々な作業をしてきたが，かなり，力がついてきたので，この教材を使って，少し方針を変えて

みることにした。この教材はリスニング能力を向上させるための訓練だけでなく，特定のシテユ

エーションでどのようなことを言ったらよいかを練習させたり，また，まとまった文を読んで感

想を述べさせたり書かせたり，オールラウンドなコミュニケーション能力を伸ばすための教材で

ある。まさに1994年度から始まる高校のオーラル・コミュニケーションの授業を少し先取りした

形になった。この教材を実際に使ってみたらかなり高度で，中学2年生には少し難しいのである

が，ほぼ2年近くLL授業で鍛えた学年なので，進度を落として，どうにかやっている。エJsとeJ】

柑sとよりはかなり雉しい教材であると言える。

このような教材を使う場合には，評価するうえで今までとは，観点を変える必要がある。今ま

ではリスニング能力を問う問題に限っていたが，新しい教材ではオールラウンドなコミュニケー

ション能力を問う問題で期末考査を行うことになった。次に示すのは，同じ生徒の3学年1学期

のときの問題である。

コミュニケーション能力を評価するために英文を読んで内容を理解したかを問う問題と，聞き

取った内容を理解したかどうかを問う問題の他につぎのような問題を出題してみた。

Ⅱ．（）に連語を入れて，対話文を完成しなさい。

1．A：Ⅰ’mgettingreadytogoskydivingovertheGrandCanyon．

B：No（）！That’sgreat．

2．A：Iwenttoapartywithsomefriends．
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B：Whatdidyou（）（）（）？

1．は相手の述べた情報に興味を示す表現のNokidding！2．は相手の述べたことに対して感

想を求める表現Whatdidyouthinkofit？を書かせるのだがどちらも授業で他のバリエーション

も含めて口頭練習を積んでいる。

次の間題は自分の意見を書かせる問題だが，授業時には口頭で発表させる練習をした。

Ⅳ．次の間いに英語で答えなさい。

1．Whataregoodtopicsわrsmalltalkinyourcountry？

2．Whatdoyoudoforentertainmentwhenyou’realone？

1．については，授業時にどのような話題が初めてあった人と話すのに適当であるか，どのよ

うな話題が適当でないかを口頭で訓練してある。

評価の仕方も，相手に通じればよいという観点で判断して，多少の文法ミスなどは見逃して採

点した。結果は約67％の正答率で非常に満足している。

このような教材を用いることができたのは中学1年のときから，リスニングの能力をLLの授

業でのばしてきたからであると考えている。
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2．3 中学3年生・45期生

授業内容（週毎の授業時間数）

1時間 LanguageLaboratory

使用数材 LingualHouse

1時間 AET Mrs．PatriciaPetersen

rS．

f了J3とム∂乃dAccess

j巧J3とム∂月dSLJCCeS5

Petersen作成の1時間毎の教材

ativ

週4匝Ⅰの授業の形態右

rによるCommunicativeApproach

5日刀S如月e E乃〆JsノブCouj3e3（1，2学期）

0糀〟d点呼OJ一と（3学期）

コミュニケ｝ション活動中心になるようにこころがけたが，今回

の実践報告としてはLLの授業苅rsとム∂月dAccess，爪rs紘∂刀dSuccessをどのように主題の目的に

沿うように実施したかを報告したい。

i．基本的に録音されているテープはすべて聞かせた。

ii．各Unit最初の所にあるConversationを各人に録音させて，それに基づいて練習させた

上で自らの声を各自のテ｝プに毎週録音させた。

これは120本のテ｝プを毎週聴取しなければならないので，容易なことではないが，こ

ちらがかならず生徒の録音済みテ｝プを聴取しているので，生徒は真面目に自らの声を

録音していた。

生徒のテープを聴取し終わった後，かならず，各々に短いコメントを紙切れに書いて生

徒にテープとともにかえした。

iii．各unit2ペ

書かせ，

て，検討しコメン

のListeningの所ほ生徒にテ｝プを聞かせて答えを各自のテキストに

だれか一人のテキストを借りて，TVProjectorに映し

わえた。

iv．PairWorkは男子校 あまり馴染まないと思い，使用しなかった。

v．Reading払ナMeaningのページは日本の学校の生徒には適切だとおもわれる。

これは2回ほどテ｝プをながして，生徒にroughmeaningをつかませた後，毎回20間

位の質問を作成して，それに対して，直ちに応答できるようにしむけた。

英語で聞かれたことに対して，自己の理解する正確な内容を直ちに英語で表現出きるよ

うにしむけた。実例を別添する。（資料4）
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（資料4）

Unit8 47

屠協♂蝕娩励卵ぶ紆
Haveyoueverbeenlost？

Ho＼Vdidyour；ndyourwayhome？

Read and amswer

OWhatisthesiズーhsense？

OWhydoesacompasspolntnOrth？

、一t，端テた、、乍一
、J・、－

腐…≡’＿、鞄
こ＝＝＝＝訂

▲仁〆

S妻勇

a COmPaSS

澗

≡蔓±：ら．

Z

ヽ
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串 ≡至≡整●●● 、
▼－■■－
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EveけOneknowsabout山erivesenses：Sight，h飽dng，

touch，taStea爪d5meil．‡sthereasixthsense－ぷrection？

TheNo爪hPole，thetoportheearth，isrea〕yagiant

magnet．ÅcompasspolntSnOrthbecauseoftheNorth

Pole’smagnetism．Iryouputano山ermagnetnexttoa

COmpa5S，theさompa5SWillpointtothemagnel．Itwon’t

WOrkco汀eCtly．

Thesiズthsenseord辻ectionworkslikeacompass．

Somepeoplethinktぬtwec弧砧elthepu110rtheNorth

Pole．Wemaynotnoticeit，but somehowwe払l触I

it．Somepeopleseldomgetlostandcaneasily菖飢to

newplacesbecausetheyhまvea富00dsenseordirection．
Maybe they have especially富00d compa55e5in their

br由ns．Doyouhave色StrOngりs汝thsense？M

瀞y忠弘嵐s芝

芦弓妄

＝＝rヽ

紆

ama9net

Work with another．student．Put a blindro王d over

OneperSOn’seyes．nlrnthepersonaroundandaround

SeVeraユtimes．Chal唱e yOur OWn pOSition，tOO．Then

baveyourpamerstandquiellyねraboutaminute．Ask

yourpa爪nertopolnt10the打ontdoorsortheschool

building．Repeatthisexperimentthreetimes．Doesyour

pa爪nerhavea基00dsixthsense？

Nowt叩Ita名山n．Thistime，putamagnetneXttO

yourpa爪ner’s head．Could your partnerpoint to the

doors？汀not，perhaps the magnet stopped your

pa爪ner’ss汝thsense．
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1．Whatarethefivesenses？

2．Whatisthenameofthegiantmagnetatthetopoftheearth？

3．Whydoesacompasspointnorth？

4．Whatwillacompassdo，ifyouputanothermagnetnexttothecompass？

5．Whatisthesixthsenseinthistext？

6．Ⅶhatdosomepeoplethink？

7．Whydosomepeopleseldomgetlost？

8．Whycansomepeopleeasilygettonewplaces？

9．Whydosomepeoplehaveespeciallygoodcompassesintheirbrains？

10．Inourexperimentwhatdoyouputoveraperson’seyes？

11．Thenwhatdoyoudototheperson？

12．Howmanytimesdoyouturrlthepersonaround？

13．Whatdoyouhavetochange？

14．Thenwhatdoyoudo？

15．Thenwhatdoyouaskyourpartnertodo？

16．Howmanytimesdoyourepeatthisexperiment？

17．Inyoursecondexperiment，Wheredoyouputamagnet？

18．Ifyourpa托nercouldnotpointtothedoors，Whathappened？

19．Whatdidthemagnetprobablystop？

20．WhydoesacompasspolntnOrth？

これと同じmethodを教科書の授業にも副読本のそれにも常に応用した。つまり，原則として，

英文を日本語に訳すことは避けてそこに書いてある英文の内容を英語で質問する事によって，生

徒の内容理解を確かめるとともに発表能力を養おうとしたわけである。

評価については，上記LL授業のii）で毎週記録したものを集積して使用した。

毎週の記録を通して，日本人の学生に特有な誤りと，生徒個々に特有な誤りを発見して指導す

ることができた。考査の問題にも必ず英間英答を使い英語の発表力の養成に努めた。

また各学期に2－3名の外国人guestsを呼んだ。
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2．4 高校1年生・44期生

（1）はじめに

高校1年生の英語時間数は4時間で，そのうち2時間が英語Ⅰ，1時間がティーム・ティーチ

ング（以下，T．T．），1時間がL．L．である。私の担当はそのうちの英語iとT．T．の3時間である。

英語Ⅰの教科書ほ了ⅥeCmⅥⅥ血〆ノsムSer∫esJであるが，単語数や長さの制限から他の教科書

の例にもれず，次のような「欠点」がある：

1）文脈不足で唐突に話題が始まることがある。

2）内容が簡略化され過ぎて本来面白い内容のものが平板になる。

3）教科書の編集時の限界から，扱う内容がやや時代遅れになる場合がある。

上記のような欠点から，その文章の書き手と読者である生徒の間のコミュニケいションは大幅

に損なわれる。もちろん「読むこと」を通じての理解であるから「オーラル・コミュニケーショ

ン」とは言えないが，書き手の伝えようとする事をくみ取り，またそれに対しての自分の意見を

考えながら読むことはまさに「コミュニケーション」の1つであり，それをいい加減にすること

は「オーラル・コミュニケーション」にも好ましくない影響を与える。本稿では，書き手とのコ

ミュニケーションをより深いものにするためのエ夫とその具体例を述べてみたい。

（2）理解を深めるためのエ夫とはなにか？

書き手の意図を真に理解するためには上記に挙げた教科書の欠点を補うような工夫をする必要

がある。具体的にいえば：

1）扱う内容の背景知識（著者について，時代背景など）を与えて，その内容がおかれている

文脈を明確にするよう努める。

2）教科書で簡略化されている部分をもう少し具体的に述べる。例えば‘variousdifficult

problems’で片付けられているところをどんな問題があるのか具体的に挙げる。

3）扱われている内容の最新情報はどのようになっているのか調べて，随時補う。

実際に上記のような情報の与え方として，Oralintroduction［interaction］の中に巧みにいれ

て導入する方法，補充プリントで導入する方法などがある。特にoralinteractionの場合には，

生徒がすでに背景知識として持っていそうなことを質問しながら進めれば，内容理解の前段階と

して知識の活性化が行われるし，生きたオーラル・コミュニケーションの訓練にもなる。

さて，今度は上記のような情報を与えるために，どんなソース（情報源）があるか，というこ

とが問題となる。次にそれを述べる。

（3）どんな情報源があるか？

扱う内容によって情報が求め易い場合と求めにくい場合がどうしても出てくるが，複数の手段
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を挙げるので，そのときどきで組み合わせるのが有効と思われる。

1）他の教科書で同じ題材を扱っているものを探す。

この利点は，教科書であるから語彙や構文が無理のないレベルであることがまず挙げられる。

また，同じ題材でも違う角度から扱っている場合もあり，平板になりがちな内容に厚みを与えて

くれる0例えば，「キング牧師」や「アンネの日記」，「マザーテレサ」のような「偉人もの」は

複数の教科書でみられる。昨年扱った例で言うと「ホーキング博士」の話は別の教科書にも載っ

ていた。「砂漠化」や「森林破壊」といった「環境問題もの」もかなり共通の話題として扱われ

るものの1つである。クラウンにほ‘GrasslandsinDanger，という課がある。恐竜や彗星を扱っ

た「科学もの」もよく見られる。科学もので注意をする事は，情報が古くなっている場合がある

ことで，これについてはあとで述べる。以上のように，採用しなかった教科書でも大い一に役立つ

場合があるので，時に応じてどの教科書にどんな題材が取り上げられているかbrowseしておく

ことが大切である。

2）サイド・リーダーを利用する。

教科書の場合と重複するが，「偉人伝」のようなものは各社からたくさん出版されている。教

科書で出てこなかったようなエピソードが平易な言葉で善かれているので読み易い。また，たい

ていの場合，後ろに注釈が出ているので，多少多めな分量プリントしてもその注釈を頼りに自力

で読み進めることが出来る。あるいは，furtherreadingmaterialとして夏休みなどに1冊課題に

してもいい。「環境問題」を扱ったものも最近は目立ってきた（例えば桐原書店刊0月ノy伽e

戯rと力）。Oralintroductionを考える場合などにも威力を発揮すると思われる。

3）英語で書かれた事典を利用する。

上に述べた他の教科書やサイドリーダーの利用は扱っている題材がうまく合致していないと不

可能であるからある意味では不安定なソースであるが，百科事典の場合はほぼもれなく盛り込ま

れているので，安定したソースということができる。ただし語桑の制限や注釈もないので生徒の

レベルにあった表現を用いている百科事典を探す必要があるし，場合によっては注釈をつける必

要も生じる。本校で利用できる百科事典は以下の通りである。

a）了Ⅵe油Ⅳβ00女ofぬ0Ⅵイe由℃（GrolierInc．）

b）他山とS紬de月と血cycノ叩ed∂（Cromwell－CollierEducationalCorp．）

C）yb日月gSとUゐ加S励cyc′叩eぬ（Funk＆Wagneli）

d）0Ⅹゐd仇〟dreブコも£ncycノ叩ed∫a（0滋ordUniversityPress）

e）E乃CyCわpe滋∂Amer～c∂乃∂

f）乃e励cycノ呼∂e血βわと∂月山c∂

a）は日本でも広く知られており，表現も平易で長さ・詳しさも適当なので1番使い勝手のい

いものである（‘startingwithpreschooIchildrenandincludingstudentsinschooluptotheage

whentheyarereadyわranadu托encyciopedia’とはしがきに書いてあることでもそれほよくわか
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る）。扱う題材の概要を掴むときに非常によい。b）はa）よりもやや難，C）はa）より易で

あるが両方ともやや古い。d）は更に易しく情報も新しいが，分量はやや少ない。e），f）ほ

非常に有名な英米を代表する事典だが語彙の面でも情報の詳しさでも生徒にそのまま提供するに

ほ不適当といわざるを得ない。本当に限定して与えるか，1課が終わってかなり知識が入ってか

らまとめとして与えるか，どちらかであろう。

また上に挙げたような分冊本ではなく1冊本としてDorlingKindersley社の

g）Sc血ceE乃Cユ℃ノ叩edね

h）CわJ招re乃も血cycわpedJa

はカラー写真が豊富で（たいてい大きく）oralinteractionなどの際にも提示し易い。 また同社

のgyeⅣ加ess Gリブdeも同じ意味で具体的にものを見せるときに便利である（これはbird，

mammalからancientGreece，mummyなど50種類以上のトピック別でそれぞitl冊になってお

り，日本語版もある）。

4）洋書売り場でそれぞれの入門書などを当たる

大きな書店の洋書売り場で英語教師は1inguistics，ELTなどのコーナーに行きがちであるが他

の分野のコーナーもぶらつくといろいろと勉強になる。例えば科学読み物の最新情報を得る場合

は事典よりも洋書売り場に行く方が有益である。また芸術家の話（例えばピカソ）の時はアート

のコーナーが便利である。

5）大使館などを利用する。

ある国や地方の地理やそこの文化などが題材となっている場合には，直接その国の大使館に行

つてしまうのも1つの方法である。昨年の例ではApartheidを扱ったときに南アの簡単な説明を

する本が見つからなくて仕方なく大使館に行ってみたところ，地図や歴史を書いたハンドブック

をたくさん提供してもらい大いに助かった。特に南ア単独の大きな地図など滅多に手に入るもの

ではない。さっそく黒板に貼って利用した。ただし注意することは大使館はその国の広報機関で

もあるから，例えばapartheidのようにその国のマイナス・イメージになるような情報ほ手に入

りにくい。どうしてもいい面が強調された資料になりがちだという点ほ念頭においた方がよい。

以上情報源として5つ見てきたが，これ以外にも視聴覚教材の利用（映画やドキュメンタリー）

なども考えられる。次に実際の実践例を2，3見ることにする。

（4）実践例

1）題材の背景知識を与える－L．5TheWizardofOzを例に

教科書ではドロシーがライオンを仲間に加える場面がでている。しかし，かかしやブリキ男と

の出会いは書いてないし，そもそもドロシーがなぜ旅を始めたのかも不明である。そこで鑑賞の

視点を与えながら全体のビデオを見せることで教科書の背景知識・全体像を予め与えることにし

た。1つここで失敗だったのは，ビデオを見せる際に英語に集中するように字幕スーパーなしの
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英語版を見せた点であった。あとでアンケートを見たところ，何となく流れはつかめたが細かい

ところほさっぱりわからない，途中で話が見えなくなり飽きてしまったという意見がかなりあっ

た。やはりここは何を目的にビデオを見せるのかをきちんと押さえておくべきであった。英語の

時間だから英語でみせよう，というこちらの妙な思いこみが本来の目的を押し退けてしまった。

実際の授業でほ，ライオンとの出会いより前のかかしとの出会いの場面やその後の旅でライオン

が活躍する場面をFrankBaumによる原文（講談社英語文庫にあ・り）から取ってプリントにして

読ませたりした。本来が子供向けの話であり，原文も平易で生徒も苦労なく読めた。

また背景知識ということでもう1つ記すべきことは，この課は夏休み明けに扱ったのであるが

夏休みの自由課題として英語の本を1冊読んでくるという中で乃eWぬrd〆Ozを読んだ生徒

がおり，マンチキン国の地図などを資料として添付してくれたことである。これもプリントして

背景知識の1つとして与えた。ここからわかるのは，生徒自体も資料提供者になり得るし，互い

に学ぶという点ではそれが理想の形かも知れないということである。

2）簡略化してある部分を補足する L．110urpictureoftheUniverseを例に

原文はホーキング博士のAβd好捕sね汀Of了了meで教科書でも原文に近い形で出ている課であ

る。ただし教科書ではAristotleや托01emyのPtolemaicTheory（いわゆる天動説）がかなりの

部分を占め，そこから地動説にはどう移行したのかは全く言及されていなかった。そこでA

Ge∫血sJ乃∂椚】eeた如∫どSと印ムeJ】ガaⅥ攻血g（桐原書店）の該当箇所を抜粋して，また関連の日本

語による科学史の本の説明も添付しCopernicus－Kepler－Galileo－Newtonとつながる地動説の流れ

も明らかにするよう努めた（期末考査でもAβdef段sと0汀Of了7meのCopernicusが出てくる部

分を出題したが，結果は良好であった）。

3）最近の情報を加える－L．7ReptilesofLongAgoを例に

この課ほCharlieBrownが恐竜のことを分かりやすく話すという形式を取っており，内容的に

も子供向けの域を出ないものなのだが，それにしても現在の恐竜研究の常識から行っても余りに

情報が古く不適当と思われたので，最新情報を入れることにした（例えば，この課ではブラキオ

サウルスは体重が重い甲で陸上では動きがとれず故に生活の大半は水中であったとあるが，最近

の研究では湖などの水圧に耐えられるほど肺の周りの骨格が頑丈でないことがわかっている）。

ところが，事典も最新とまでは行かないので，今度は洋書売り場を当たった。情報が最新であり，

カラーの図版が多いという点で耶コe劫0良好∂ぬos∂日用は非常に優れている。これは副題にThe

Natural王iistoryMuseumGuideとあるようにロンドンの自然史博物館の恐竜のコーナーのガイ

ドである。子供にもわかるように書いてあるが決してレベルを落としてないという点がいい。例

えば，教科書ではWhatisadinosaur？という項目は次のようである。

Dinosaurswerereptilesthatlivedaverylongtimeago→romabout200millionyearsagoto

about60millionyearsago．Whendinqsaursfirstappeared，therewerenotanybirdsoranimals

withfuronearth．Thereweremanykindsofandmanysizesofdinosaurs．…（以下略）
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資料5 TheWizardofOzのプリント（かかしとの出会い・マンチキン国の地図）
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余りにも漠然とした書き方ではないだろうか。reptilesとだけ言われても定義としては不十分

であるし，manykindsof．．．manysizesof…に到ってほ実質的な情報ほゼロに等しい。

これが，上述の本の場合は次のようである。

Dinosaurslivedbetween230－65millionyearsago

Dinosaurshadstraightlegstuckedunderneaththei

単文をつなげただけのそっけない感じさえする文

べられている。まず恐竜は飛べないこと，またまっ

Saur

1nOSaurS

るが

に伸

Onlandbutcouldnot恥．

Werereptiles．

には恐竜の特徴が端的に述

あること。原文では上の文

章に続いて，Whichoftheseanimalswasadinosaur？という1文があり，10頭の動物の絵が出て

いる。今の定義を当てはめると自動的にdinosaurs，nOn－dinosaursに分けられるようになってい

ば，普通恐竜と思われがち

つているからは虫類ではあるが恐竜でを

ノドンは空を飛ぶから恐竜ではないし，ワニは足が

ないことがわかる）。ここなどは，挙げてある動物

コピーして黒板に貼って，英間英答しながら分類するということもできる。

た2億3千年前がどんな時代だったかなどの説明もある。Triassic period（三畳紀），

Period（ジュラ紀）などは理科の知識として日本語では知っているから出してもいいだ

ろう。特にJurassicParkの映画のヒットでJurassicはすっかり耳になじんだ言葉となった。今

ほ情報化社会であるから，

ま

とかに折 に 虫

以上3例を見てきた。

はっきりとは知らなくても耳になじんでいるという言葉はたくさんあ

はそ

したい ので る。

うまく利用して，その用語の元の意味だとか由来だ

これらの授業が，他の授業に比べて生徒の興味をより引いたかどうかを

示すアンケートのようなものほ残念ながらないし，男子ばかりで理科系が好きなものが多いとい

うことはあるかもしれないが，恐竜やホーキングの宇宙理論の課がこちらとしてはいちばん手ご

たえがあったように感じた。

（5）ぁわりに

本稿では生徒が書き手とのコミュニケーションを図る際にそれの手助けとなるような工夫を見

てきた。大きく言えば「スキーマ（schema）の活性化」と言えるかと思う。どちらかと言うと

プリントの形で与えることが多くoralinteractionによる導入ほ少なかったが，オーラル・コミ

ュニケーションの育成ということを念頭に口頭による導入も増やして行きたい。
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2．5 高校2年生・43期生

英語ジⅢの授業週4時間中，3時間ほ教科書を中心とした授業で，他の1時間はAETとのティ

ーム・ティーチングの授業となっている。4時間中にただ1時間ではあるが，AETとのティー

ム・ティーチングで教科書の内容をコミュニカティブに展開する授業のエ夫によって，生徒に学

習への動機づけや興味を与えることができた。また2年間の英語Ⅰ，Ⅱを通して次のような点を

考慮に入れて授業を行った。

1）問題意識を持たせるような読みの指導

教科書の内容に興味を持たせるためにも，ただ通りいっぺんの読み方ではなく，生徒が問題意

識を高めるような，教材の研究と指導法を行った。

2）AETの特性を生かした授業の工夫

AETとのティーム・ティーチングの授業を教科書との関連性を考慮にいれ有効的に行っ、た。

以上の英語Ⅰ，Ⅱでの考慮点を中心に，実際の授業で「読むこと」∴「書くこと」をどのように

展開したか，以下その活動内容やポイントなどを主に紹介したい。

（1）問題意識を持たせるような読みの指導

ここでほ「読むことの指導」をいかにするかという重要な点が含まれてる。教科書の内容に生

徒がどうアプローチしていくのか，またそうさせるのかは指導者の力量にかかっている。

教科書の内容を距離を置いて眺めるのではなく，その中に実際に生徒が入り込んでいかれるよ

うな授業の展開，教材の提示が成功へのカギとなる。このようにすることではじめて，教科書内

容が生きたものになってくる。

実際に興味の持てる内容をどのように提示するか，つまり効果的な動磯つけはどうしたらよい

かということを教科書利用した具体例から紹介したい。

1）Lesson8 HE，SHE，ORHEORSHE？柵SOMEtJSAGEPROBLEMSINENGLISH

DavidChrystal（本課の著書）の同僚であるエoJ】gm∂乃エ∂月gU∂geノ4c£ノ昭わrの編集長Della

Summers女史に，英語におけるSEXヱSMの問題を語ってもらうとともに，DavidChrystal氏に

ついての研究また氏にまつわるエピソードなどにも触れてもらった。DellaSummers女史ほ辞書

の編者でもあるので，辞書作成上のさまざまな苦労話などが紹介され，生徒の辞書に対する興味

を喚起したようであった。これらネイティブからの直接の説明は，生徒がこの課の内容を理解す

る上で大いに役だったようである。

2）Lesson9 ARTISTICCREATION工NPAINTING

本校の外国人講師Mrs．Petersenは芸術科を専攻して，絵画を得意としていられるので，本文

で比較対照されているデッサンについての説明をしてもらい，また実際にデッサン方法などを教

授していただいた。通常のレッスンでは触れないような絵画に関する特有の表現なども聞く槻会

が持て，課の内容にあるデューラーの細密画の特徴も容易に把握できたようだ。
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3）Lesson12 0urNewKnowledgeofLearning

PeterDrucker氏の実際の講演の一部を聞かせたことで，本の中だけで存在するただ有名な著

者というより，現実に存在する研究者として実感できたようだ。また彼の業績や，研究内容の一

部を知ることで一層生徒の知的好奇心を満足させたといえよう。

以上は教科書を利用した2－3の例であるが，教科書の課への関連性を持たせるような材料，

機会を提示することで，生徒もレッスンを新鮮なものとしてとらえることができたと言えよう。

次に実際の「読みの指導」における目標とその活動内容を紹介する。

〈目標〉

①パラグラフ・リーディングに慣れさせる

（参リーディング・スキルを伸ばす

〈活動内容〉

より速く，より正確に内容をつかむには，語や文単位で意味をとらえるのでなく，パラグラフ

単位で意味をとらえることが必要になってくる。パラグラフ・リーディングの手法を取り入れ，

実践的な読解力を養うことを目指した。

なおパラグラフ・リーディングにおいては，主題のとりかた，読みとりの過程はどのようにす

るか，いかにして速く内容をとらえるかなどに注意しながら，Skimreading，SCanreadingなど

のリーディング・スキルを適当に取り入れ，内容全体を読み通していくようにさせた。

教科書を教材として使用した場合の活動は次のような要領で行った。まず課の最初の2，3パ

ラグラフは生徒とinteractionの形をとりながらパラグラフのまとめを板書していく。その以降

は生徒が中心になって，パラグラフ毎のまとめをし，最後に課全体の要旨をまとめる。それらを

最終的に発表させることでパラグラフ読みのチェックを完成させる。

（2）AETの特性を生かした授業のエ夫

AETとのティーム・ティーチングの授業で特性を発揮できる最も有効的な授業の1つには，

「書くことの指導」があげられるのではないだろうか。ここでは生徒の表現力を伸ばすにはどの

ようにしたらよいか，「書くことの指導」における目標とその授業展開の1例を紹介したい。

〈目標〉

①文法的に正しく，また自然な英語の表現を習得する。

②発想法の違いをAETを通して学ぶ

〈使用した教材とその活動内容〉

1 和文英訳と表現力

E押苫C了了VE£ⅣGエ乃ガ耶訂mGという和文英訳練習を中心とした補助教材を利用し，生徒

が和文英訳した文をAETに授業の時，生徒の前で実際に訂正してもらった。生徒が実際に書い
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た文には，文法的には正しい英文でも，表現法がぎこちなくなっており，自然の英語とはほど遠

いために，理解しにくい文が目についた。また発想法の違いからくる文の不自然さも多くあった。

ある構文の練習として英作文が与えられているのだが，ネイティブ・スピーカーは不自然だとい

う理由で必ずしもその構文を使いたがらないことがしばしばあった。英語の話し手が書いた英文

の中で頻繁に活用されている文をなるべく多く参考文として取り上げることによって，不自然な

文を避け，表現力を伸ばす手助けとした0自分の思っていることを正しく伝えるためには，英語

の文法や発想法にあった表現を用いる必要があるということを生徒に認識させるよい機会になっ

た。

2 パラグラフ・ライティングにつながる練習（資料7）

教科書の各課でパラグラフ・リーディングを行ったあとで，内容全体が把寝できたか否かまと

めのライティングをさせた。最初は本文をすこし変えるだけの書きに終わってしまうことがあっ

たが，回を重ねる毎に要領を得てきた。期末試験では，Lesson6のMANINHISGARDENの一

部分をパラグラフ・ライティングさせる問題を出題し，「書くこと」の評価の一部とした。

3 教科書の内容のSUMMARY（資料8－9）

教科書の大半の課はAETとのティーム・ティーチングの授業にも組み込まれていたので，各

課の内容のsummaⅣをAET自身の言葉で書き直してもらい，それを生徒に披露してもらう械

会は多く持てた。これが動粍づけとなり，生徒は表現力を伸ばし，また自然の英語でまとまった

文を普くということの重要性を認識したようであった。

4 語桑の強化

AETが教材として提示してくれたhandoutの中には，教科書で使われていない語彙や表現が

数多く見られた。それらの語句は日常頻繁に使われるような，有用性のあるものが多かったので

生徒には積極的にそれらの語彙の使用を心がけるようにアドバイスした。尚授業では，各課で出

てくる単語や語句と実際のネーティプが使う語句との差異や使い分けなどを説明してもらうこと

で，語彙強化にもつながったようである。各課のコンプリヘンション・チェックのプリントと共

に，VocabulaⅣSheetfor（AFAREWELLTOARM）と称する単語リストのhandoutは生徒には

好評であった。

（3）結論

高学年になるにつれて受験も意識してくるので，生徒の現状も考慮にいれた授業を展開するよ

う心がけた。その意味でもパラグラフ・リーディングや表現力を伸ばすライティングの指導は適

切なものだったと思われる。外国人とのティーム・ティーチングの授業の中では，発想法の違い，

また文化的な相違からくる様々な問題を考えさせることで，ただ漠然と読む，書くのではなく，

筆者の考えを自分と対照させながら読む，あるいは相手に理解されるよう自分の考えを明確に表

現するといった積極的な姿勢を身につけようとする動機づけを与えられたのではないだろうか。
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提案 授業の「演出」という視点

（1）はじめに

映画やドラマなどでは，演出がとても重要である。演出がうまくなされていなければ，良い作

品に仕上げることは不可能である。授業でも「演出」が重要である。たとえば，ある学習活動を

行うためにほどのような演出をするか，ということである。また，その活動を促進させるために

はどのような演出が効果的か，ということも考えなくてはいけない。

本稿では，オーラル・コミュニケーション能力の育成との関連で，どのような「演出」が可能

であるかということを，これまでの実践から述べてみたい。

（2）授業の演出

演出1－ウォームアップ

体育や音楽の授業では，準備体操や発声練習などの「ウォームアップ」は不可欠である。英語

の授業でも，「声出し」のためにほウォームアップを行ったほうがよい。特に，中学の授業では

不可欠と言っても良いだろう。その際，「演出」が必要となってくる。

1994年1月から3月まで，中学2年生（46期）を担当した。授業のはじめに，音楽やリズム普

を効果的に活用した音声教材月力y紐血cⅥなrm一岬（非売品）を使用した。この教材ほ，基本的に

はボキャブラリー・ビルディングをねらっているものである。内容は「果物」「楽器」などのよ

うに，単語を概念別に10個ほど選択されており，軽快な音楽やリズム音とともに，曲が流れるよ

うになっている。それぞれの単語のあとに，ちょうビリピート分の箇所が含まれているので，生

徒たちは自然と声出しが図れるようになっている。過去数年間にわたってLL教室で使用してい

るビデオ機材尺エA．励yと占用了「伯山血g（地球人村）の音声テ肘プ版と考えればよい。

ただ単に教師が単語を読み，生徒がリピートするだけの活動と異なり，自発的に生徒がモデル

について発音してみたくなるという「演出」が大切なのである。そのためには，アップテンポな

音楽やリズム音が効果をあげるというわけである。極言すると，生徒たちは歌に親しんでいるか

の感覚で，単語をリピートしているかのようである。

もう一つ言えることは，オーラル・コミュニケーション能力を育成する上で，日頃から単語力

をつけさせておくということが大切なのである。たとえば，スポーツの話題を自己表現する際に

も，当然，スポーツ関連の用語を知っておくことは必須であろう。しかし，ボキヤビルは時間が

かかるものであり，日頃から意図的に単語の増強を図っておかなくてはいけない。

また，このウォームアップをしっかり行うことで，授業中の音読や発表などの声出しにつなが

るということも言える。さらにウォームアップという活動で，授業開始直後の雑然となっている

雰囲気を落ちつかせ，学習に集中させる効果も副次的に出てくるのである。これもー種の「演出」

と言えよう。
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演出2一効果音の活用

中学・高校に問わず，教科書付属の音声テープを聞いてみると，「演出」が効果的になされて

いか－ように思える。ひらたく言うと，聞いていてあまり面白味がないのである。具体的に言う

と，レストランなどでの会話でも，ネイティブ・スピーカー同士の声しか聞こえず，臨場感がま

ったく入っていない。いわゆる「効果音」がないのである。

これでは，短い英文を繰り返し聞かせる必要がある中学の授業で，役に立たない。つまり，同

じものを何回も聞かせても飽きさせない「演出」が欠けているのである。ということは，モデル

として学習者がマネしようという気を起こさせないということもありうる。そこで，対話文の練

習に「効果音」の入ったテープが重宝する。

たとえば，次のような対話を扱うとする。

〈ヘッドフォン・ステレオ〉

Mai：Hey，Brian．Brian！Brian！

Brian：What？Hi，Mai。Howareyou？

Mai：Canyouhearme？

Brian：「Ⅳhat？

Mai：Comeon，Brian．Turnoffthatmusic．（＊）

Brian：WhyareyousoangⅣ，Mai？

Mai：It’stooloud．It’smusictoyou，butit’sjustnoisetome．

NHKラジオ『基礎英語2』4月号（日本放送出版協会）

この会話を，ウォークマンのノイズを録音したものを流しながらロール・プレイさせて，（＊）

印で，ノイズを止める。その単純なことが，対話練習を生き生きとしたものにさせるのである。

これが「演出」くの強みなのである。

次のステップとして，「プラスワン・ダイアロ、－グ」の手法を用いる。この対話文に自分の言

いたいことを一言つけ加えて演じさせることで，コミュニケーションにつながるのである。

演出3－BGMの活用

ラジオのFM放送などを聞いていると，会話やトークのバックにBGMをつけることで，かな

り聞きやすくしていることに気づくことがある。たとえば，ともすると単調になりそうな「天気

予報」にBGMをつけることで，かなり聞き手を引きつけることができる。一方，教科書に付属

している音声テープに含まれている「天気予報」では，背景に何の音も入っていなくて，まさに

単調である。教科書会社をはじめ教材製作にかかわる関係者ほ，生徒に提示する音声に関して，
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もっと注意を払ってもいいのではないだろうか。

また，テレビのドラマなどでは，シリアス，コミカル，サスペンスなどのBGMで状況を副次

的に説明しようとしている。これらはすべて「演出」なのである。

ここでは，知人と共同で制作した音声教材ガム〆ム血c耶月d（英語教育懇話会）で展開した演

出を，1つの方向性ということで紹介したい。たとえば，次のような英文がある。

Onceuponatime，therelivedanoldmanandanoldwoman．Onedaythemanwentupto

themountain．Andhiswifewentdowntotheriver．

これをそのまま読んでも，あまりおもしろくない。そこで演出として，さまざまなBGMをつ

けることで，同じ英文を何度聞いても飽きないようになる。具体的に，以下のBGMに合わせて，

ネイティブスピーカ】に吹き込んでもらった。

（1）日本昔話風BGM

（2）ニュース風BGM

（3）コミカル風BGM

（4）ラップ風BGM

加えて，それぞれにカラオケを用意することで，モデルの提示→口頭練習→発表という展開も

可能となるわけである。

この練習は，同じ英文をいろいろな心理状態で口頭発表するということに役立つのである。英

語を実際に使用してコミュニケーションを図ろうとするときに，日本人学習者は棒読み風で，気

持ちがこもっていないとよく批判される。これを打破しようとする試みである。

演出4肘小道具としてのビデオカメラ

生徒に対話文を演じさせたり，説明文を読ませたりするときに，ビデオカメラが小道具として

非常に役立つのである。これは，当プロジェクト研究の昨年度の報告（1994）で，久保野が報告

している「実技テスト」に通じるものである。

ビデオカメラで録画する，またはビデオカメラを目の前に置いておくだけで，演出効果が高く

なる。つまり，スキットなどを録画するということで，学習の過程をいわゆる「作品づくり」と

してとらえることになり，参加意欲が高まるのである。また，前述のニュース風BGMとの併用

で，説明文をニュけスキヤスタ｝になりきって発表することが可能となる0

これに関しては，松下視聴覚教育財団から助成金を受けて，英語科有志が行った研究に詳しい0

平成5年度「視聴覚教育研究助成レポート」（松下視聴覚教育財団）を参照されたい0

（3）評価の問題点

今までは，授業を実践する上での「演出」の重要性を説いてきたが，授業と表裏一体の関係に

ある「評価」についても軽く言及しておきたい。
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オーラル・コミュニケーション能力を評価するというのは，少なくともペーパーテストだけで

行う性格のものではない。かといって，リスニングテストさえ行っていれば良い，という単純な

ものではない。そこに，コミュニケーションの要素を測れる課題を含まない限り，適正な評価に

はつながらないであろう。

また，繰り返し言われる「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」を評価するとい

うのは，ALTやJTEとのコミュニケ】ションだけでなく，生徒同士のコミュニケーション活

動というものも視野にいれなくてはいけない。

その一つの方向として，「実技試験」の導入ということを提言しているが，その中身に関して

は，今後の実践の積み重ねが大切である。今（1994）年度，「オーラルコミュニケーションB」

の担当者として，以上のことを考慮しながら，実践を深めていきたい。

（4）まとめ

本稿では，「演出」という点から，授業や教材の再検討を試みた。特に言いたいのは，教科書

関連の「音声教材」の完成度が低いということである。それらは直接，学習者の耳に触れる「素

材」でもある。オーラル・コミュニケーションの基礎・基本は「音声」である。多くの教材メー

カーが「音声重視」という割には，音声素材にこだわりがないように思われる。英語教育の「素

材」と「演出」にこだわってみたいと思っているのは，筆者だけであろうか。
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4 今後の展望

今年からいよいよ本校でも新カリキュラムが実施され，オーラル・コミュニケーションBの授

業が始まった。最終年度はこの新しい科目の実践を核にして，コミュニケーション能力の評価に

ついて更に検討していく予定である。

第2年次を終わって残されている課題を以下に列挙する。

（1）中学校と高校の連携をはかるために，オーラル・コミュニケーションの活動例を検討して，

それぞれの重点目標を設定する。

（2）オーラル・コミュニケーション活動の評価について検討する。定期考査におけるリスニン

グ・テストだけでなく，スピーキング能力を測る実技テストの導入や授業中の観察方法の

あり方も考慮する。観点別評価についても，その妥当性・信頼性を高めるために工夫して

いく。

（3）LL授業やティーム・ティーチングにおいて指導法の改善を目指すだけでなく，通常の授

業においても，ペアワ｝ク，グループワーク，個別学習などの学習形態を工夫する。

（4）オーラル・コミュニケーション能力の育成を目指した中高一貫カリキュラムを編成する。

将来的には，イギリスのNC（NationalCurriculum）のように，4技能のそれぞれに関して

6年間にわたる詳細な教材配当・シラバス作りを行い，各学年での到達目標を具体的に定めるこ

とが目標である。その内容は，必ずしも現行の学習指導要領の枠内である必要はない。学習指導

要領に囚われない，ある意味ではその先導的試行として実践を構築することも，国立大学の附属

学校に課せられた使命の一つであると考えられる。附属学校の存在意義が問われている今，我々

にも発想の転換と，自己の存在を自らの力で証明していく「積極的な態度」が要求されるからで

ある。

また個人的な経験だが，筆者は昨（1993）年度学内の配置換により1年間附属の現場を離れ，

学校教育部に研究専従として在籍した。その間，筑波大学外国語センターの非常勤講師として大

学1年生の英語Ⅲ（リスニング）を担当した。そこで黄初の時間にアンケ｝トをとってみたとこ

ろ，「リスニングが得意だ」と答えた学生はほとんどいなかった。そこで，後述するテストを実

施してみたところ，学生達のトラブル・スポットは共通であった。

根岸（1992）によると，聞き取れない理由ほ，「文字を見ても理解できない」場合と「文字で

見れば理解できる」場合とに分けられる。前者の場合は，語彙・文法の力不足や内容に関するス

キーマの欠如が原因だと考えられる。しかし，後者の場合はどうか。最近は，スキーマの活性化

を重視した指導が流行である。しかし，静（1993）でも指摘しているように，「音声になると聞

き取れない」学生に対する手当を怠ってはならない。

前述したテストに用いたのは，中学2年生の教科書である。当然，文字にすれば，簡単に理解

できる内容である。聞き取れない場合の理由は，すべて純粋に「音声そのもの」の聞き取り能力
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不足ということになる。典型的な誤りは以下の（）内に示した通りである。

1．WeわmL如とムi爪allthewayfmmJapan．わroughting！！！）

2．Didyou女eep加minthehouse？（keeping）

3．No，We女印と力血outside．（kepting！！！）

4．GJ佗ム血somethimgtoeat．（Givin∂ （抽Ⅳ肋rfzo月蝕disムCourse2）

子音／h／の脱落にまったく慣れていないことが分かる。何人かの学生に開いてみたところ，

中学・高校時代に，弱音化，リエゾン，普の脱落等の音声変化について指導された記憶のある者

はほとんどいなかった。意識的に授業で取りあげない限り，このような力は育成できないという

ことであろうか。

本校のカリキュラムを考える上で，このような地道なボトム・アップも視野に入れていかなく

てはならないだろう。
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